
第４回みんなで取り組む武庫川づくり交流会 
武庫川河川敷お掃除会と特定外来生物オオキンケイギクの駆除 

    武庫川流域圏ネットワーク  山本義和     2015年10月17日 

 武庫川河川敷お掃除会（仁川との合流点） 
         

   仁川河川敷のオオキンケイギク 
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                武庫川の流域図 

篠山市 

三田市 

神戸市(北区) 

宝塚市 
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尼崎市 

築堤区間 （仁川合流点から下流） 

 武庫川 
 2級河川（兵庫県管理） 
 全長66Km 

 流域圏人口 114万人 

 氾濫域資産 18兆円（全国１0位）  

    兵庫県資料に加筆 2 
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氾濫区域内の人口：約１１０万人 

被害を受ける資産：約１８兆円 

想定氾濫区域 

 武庫川下流部の想定氾濫区域 
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  武庫川で取り組む総合的な治水対策 
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mail：mukogawaken.net@gmail.com 

HP：http://muko.jimdo.com 

 

■第 4回活動報告会■ 

（2014年 12月神戸女学院大学） 

第 8回武庫川 
河川敷お掃除会 
2014年 6月 
甲武橋 
参加 130名 

■武庫川渓谷■ 

JR福知山線廃線跡地 

多くの市民が楽しめる 

ハイキング道としての 

整備を期待 

武庫川ネットでは
オオキンケイギク
の防徐活動を実施 

魅力ある武庫川づくりへ手をつなごう 

武庫川流域圏ネットワーク 

武庫川の源流は篠山市に位置し、全長約 66km。ダムの新設に頼らな

い総合治水（河川、流域、減災）を目指し、2012 年の秋から河川対策工

事が始まった。環境への配慮と、住民の参画と協働が重要。 

 
■設立総会と記念講演会（宝塚ソリオホール 2011．7．9）■ 

■設立目的■ 

武庫川流域圏に関する各種情報の共有と発信を行い、 

安全・安心で魅力的な武庫川づくり、まちづくりを目指す。 

■主な主催行事■ 

①活動報告会   ②武庫川河川敷清掃   ③その他 

■朝日新聞 2011．6．30■ 

■お掃除をしながら、自然や文化を学びます■ 

団体会員：12団体、個人会員：100名（2015年 10月現在） 

・21 世紀の武庫川を考える会 

・エコグループ・武庫川 

・三田エコツーリズム 

・はんしん自立の家 

・さんだ景観人くらぶ 

・人と自然の会 

・西宮公同幼稚園 

・津門川の自然を守る会 

・武庫川づくりと流域連携を進める会 

・武庫川円卓会議 

・武庫川の治水を考える連絡協議会 

・神戸女学院大学 環境･バイオサイエンス学科 

ポスター展示 
参加 14団体 

■2014年 8月豪雨■ 

武田尾で 16日に時間 

雨量 90㍉を記録。 

高さ 5㍍の護岸堤防が 

約 70㍍にわたって崩落。 

（資料：兵庫県） 

■仁川の特定外来植物オオキンケイギク■ 

護岸とパラペット崩落 

武庫川 

 武庫川流域圏ネットワーク 

    （2011年6月発足） 

 
設立目的： 

 安全・安心で、より魅力ある武庫川 

 を求める市民活動 

 
会員（2015年10月現在） 
 団体会員１２、個人会員100名 

 
活動内容： 
・武庫川に関する各種情報の発信 

・武庫川河川敷お掃除会 

・特定外来種オオキンケイギクの駆除 

・講演会等の企画 

・武庫川流域圏ネットワーク活動報告会 

・兵庫県企画の事業に参加 

・武庫川市民学会の後援 

・市民カレッジ等での講師担当 

・エコバスツアーの企画 
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Eメールを利用して会員に年間70～80

件の情報発信。 

武庫川流域圏ネットワークのホームページ 
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第５回武庫川水系河川整備計画フォローアップ懇話会 
（武庫川総合治水室主催 2015年9月8日） 

武庫川流域圏ネットワークから傍聴者10名が参加し、意見や要望を述べる 
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武庫川河川敷清掃 
武庫川流域圏ネットワークが広く市民参加を 

呼びかけて年に３回( ３月、６月、１１月）実施している。 
ゴミの回収だけでなく、武庫川の自然を学ぶテーマを取り入れている。 

 
   回収したゴミ      ゴミの計量 
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武庫川河川敷清掃の集合写真（170名参加） 
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 武庫川河川敷き清掃コース 
  （甲武橋と武庫川新橋の間） 
    コースは定まっていない 
 
  開催日は、第2日曜日の午前中    

 

自然探索（希少生物、外来種） 
水害の被害、治水工事、魚道の説明 
河川水の水質調査 
 
後援：阪神南県民センター、西宮市、 
    宝塚市、尼崎市、伊丹市、 
    武庫川市民学会 
 
ゴミの回収：普通ゴミは流域市 
        大型ゴミは兵庫県 
        最近は企業も協力 
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河川敷き清掃での写真 

   武庫川のバイク  洪水でえぐられた河川敷き 

11 



武庫川で見かける動植物 
野鳥、昆虫、魚もいます！ 

 ヌートリア 希少植物 カワラサイコ 

 ミズヒマワリ オオキンケイギク 
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甲武中学校3年生に環境学習の授業 

                  （２０１３年１１月５日） 

武庫川河川敷清掃活動 

のつながりで、甲武中学 

3年生に「武庫川流域圏 

ネットワークの活動紹介 

をすることになった。 

「縁は異なるもの」である。 
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武庫川河川敷清掃から副次的に得られるもの 

武庫川を多くの人が一緒に歩くことによって得られるもの 

  

 ①川の自然や生物を知る（川を楽しむ） 

 ②川の構造や水の流れを知る 

 ③川は優しくもあり、怖いもの 

 ④自然への畏敬の念を抱く 

 ⑤川から得られる恵み（物質的、精神的）を知る 

 ⑥治水や利水の方法を知る 

 

 ⑦人と人とのつながりが生まれる 

 ⑧「綺麗になった」と達成感 

 ⑨「ボランティア活動をした」との充実感 

 ⑩ その他、いろいろ 

 

  

尼崎のコスモス畑 
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オオキンケイギクはきれいな花で、市民に親しまれている 
（仁川駅近くで2015年5月撮影） 

市民参加で、仁川河川敷でのオオキンケイギクの 

            駆除活動 
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オオキンケイギク（Coreopsis lanceolata )とは 

 
・北アメリカ原産のキク科の多年草。 

・５～７月にコスモスに似た黄色い花を咲かせる。 

・高さは３０～７０cmで、葉の両面には荒い毛がある。 

・道路工事の法面強化や緑化に使用されてきた。 

・観賞用として苗が販売されていた。 

・いったん定着すると在来の野草の生育場所を奪う。 

・２００６年に特定外来生物に指定。 

・生きたままの運搬・栽培・譲渡などが禁止。 

・違反すると厳しい罰則（懲役3ヶ月、罰金300万円）。 
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オオキンケイギクの花や葉の特徴 （環境省の資料より） 
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・仁川は六甲山東部を源流とし、武庫川に合流する全長9.3Kmの河川 
・武庫川合流点から上流約４Kmの区間で、オオキンケイギクが繁殖。 
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  仁川の下流部（ 武庫川合流点近く ）でオオキンケイギク観察会 

                 （２０１４年６月１日） 19 



 以下の３条件を満たす場合には外来生物法による「運搬」には該当しない 

                 （２０１５年１月９日 環境省） 
 

１．特定外来生物である植物を処分することを目的としたゴミ焼却施設等への運搬 

 

２．落下や種子の飛散防止等の逸出防止措置が運搬中にとられること 

 

３．特定外来生物の防徐、実施主体、実施や実施場所、などを公表して実施 
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オオキンケイギクの駆除方法 

１．根からの抜き取り 
 
２．地上部の刈り取り 
 
３．種子の拡散を防ぐ 
 
４．表土のはぎ取り 
 
５．除草剤 
 
６．その他 
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 仁川の河川敷きで、オオキンケイギクの小株の抜き取り作業 
        （２０１５年３月８日．下流部で実施 １３０名の参加者） 
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オオキンケイギクの駆除 
（ハサミで花、蕾、種子を切り取り回収） 
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  摘みとったオオキンケイギク（約２００ｋｇ） 
       

        左岸                     右岸 
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仁川のオオキンケイギクの駆除（9月27日） 
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朝日新聞 2015年 9月 28日朝刊（阪神版） 

仁川の特定外来植物オオキンケイギクの駆除（武庫川流域圏ネットワーク主催） 

 

    新聞が持つ市民への啓発効果にも期待している 27 



仁川のオオキンケイギクは、いつごろから 
繁殖を始めたのだろうか？ 発生源は？ 

① 「阪神・淡路大震災（１９９５年）以前には、仁川駅付近ではオオキンケイギクを見かけていない」（川沿い
の住民の声）。 

 

② ２００３年６月に 「川がきクラブ」が行った阪急仁川駅から下流の植生調査。多い植物としてオオキンケイ
ギクの記載がみられる。（西宮の川を学ぶ～指導者用資料集 ｐ．７３～８３より）。 

 

③ 現在、仁川駅の１．５Km上流の地すべり資料館よりも上流の仁川 

   渓谷や広河原などでは、オオキンケイギクを確認できない。 

 

④ 震災後に出来た地滑り資料館近くの大きな花壇の一角に「オオキン 

  ケイギク」が群生していた（２０１４年に処分された）。 

  今も、その下の仁川ではオオキンケイギクが多い。 

 

 

  オオキンケイギクは特定外来生物に指定（２００６年）されるまでは 

  園芸用品種としても栽培されていたので、仁川河川敷の発生源の 

  特定は難しい。 

 

  土壌中の種子が洪水や風などによって下流まで拡散して河川敷や 

  堤防の法面で繁殖を続けていると推察。 

 

         発生源を絶つことが大切です！ 

 

   

資料集 
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オオキンケイギクの汚染源（一部分） 

仁川の上流部（堤防の法面）   花壇や庭など民有施設 
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オオキンケイギク駆除のために 

・根から引き抜き、適切な方法で処分場まで運搬 

・種子の拡散を防ぐ 

・焼却処分 

・市民と行政が協働して取り組む 

・完全な駆除は困難。やれるところから始めて、 

 活動の輪を広げる 

・一般市民への啓発活動が重要 

・他の特定外来生物にも目を向ける 
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   次回は11月8日、参加してね！ 31 



ご清聴有難うございました 
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武庫川流域圏ネットの今後に向けて 
 
１．次代を担う若い人達や他団体と連携し、次世代に続く市民  
  活動を継続していく。 
 
２．会員内部や他団体との意見の相違はあるものとして認め、 
  協力して「より安全で魅力ある武庫川づくり」に取り組む。 
 
３．武庫川流域圏ネットワークは、市民主体の組織である。 
  河川管理者の兵庫県や流域自治体と適度な距離を保ち 
  つつ、協働して活動する。 
 
４．武庫川の総合治水はほぼ順調に進んでおり、ダム建設反対 
  の共通目標が消えつつある。 
  新たな活動目標が必要ではないだろうか？ 
  （自然環境の保全が、キーワードの一つか？） 
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